
はじめに

　この本には，イギリスの大学の化学科に入学した学生が，最初の二年間に

学ぶ範囲の量子力学の初歩が書かれている．量子力学の本には二通りの書き

方がある．まず一つには，量子力学の原理をすべて述べてから，これをいろ

いろな現象にあてはめていく方法．この書き方にすると論理的だが，一方で，

量子力学の原理はとても不思議で，それまでに学校で勉強してきた原子や分

子の世界とはまったくかけ離れているから，ほとんどの学生が最初から途方

に暮れてしまうことになる．そこで本書では，量子力学の概念を一つひとつ

紹介するごとにこれを簡単な例で説明していくという方法をとることにした．

ただしこの書き方にすると，詳細な説明が後回しになる場合がある．また例

を理解するために，ずっと後になってから取り扱われる事項についても，と

りあえず定性的な知識だけは前もって必要になる場合がある．たとえば本書

で，箱のなかの粒子の簡単なモデルとして，共役炭化水素中の p電子をあげ

ていることなどはこの場合にあたる．本書の読者としては，大学の初年度に

化学結合の初歩を学び，原子軌道や分子軌道について定性的に理解している

学生を念頭においている．したがって本書は化学結合の初歩を勉強した学生

の，量子力学の入門のための教科書に適している．

　David Phillips教授には本書を書くよう薦められ，終始励ましをいただいた．

Karol Senkiw博士にはいくつかの関数の図を描いていただくとともに，本文

に対する有益な助言もいただいた．最後に妻 Heatherへ．この教科書の執筆

に費やした長い時間の間，よくつきあってくれたことに感謝したい．

David O. Hayward


